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要旨 
 
日本は多くの問題を抱えて既に多難な時に東日本大震災に急襲された。両手に一杯もの

を抱えて四苦八苦している時に背後から襲われたようなものだ。従って怪我なく立ち上が

れれば良いというものでなく、抱えていたものを回収した上で身の振り方を考えなくては

ならない。あるいは、抱えていたものの中で今後不要なものは諦めて、身軽になって、新

たなベクトルを定めて行動を起こすことに理がありそうだ。また、利もありそうだ。 
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１ ． 危 う い 大 地 の 上 で 狸 寝 入 り  
 
 動 物 界 で は 野 生 の 狸 は 狸 寝 入 り を す る と い わ れ る 。 人 間 も 寝 た ふ

り を す る こ と を 狸 寝 入 り す る 、 と い う （ 英 語 で は 狸 r a c c o o n ’ s  s l e e p
で は な く 、 f o x  s l e e p、 ま た は p l a y  p o s s u m で 、 と こ ろ 変 わ れ ば 、 狐

か 袋 ネ ズ ミ に 変 わ る ）。狸 は 、実 は 寝 て い る の で は な く 、大 き な シ ョ

ッ ク に 出 く わ す と 先 天 的 な 防 衛 本 能 か ら 、 擬 死 （ ぎ し ） 状 態 で 本 気

で 寝 て し ま う （ 昏 睡 ） と い わ れ る 。 そ し て 、 シ ョ ッ ク が 収 ま る と 意

識 を 取 り 戻 し て 周 り の 様 子 を う か が っ て 何 食 わ ぬ 顔 で 遁 走 す る 。 狡

猾 な 行 動 で は な く 、 狸 の 動 物 的 生 理 本 能 に よ る も の で あ る と 言 わ れ

る 。  
政 府 の 震 災 ・ 津 波 ・ 原 発 ・ 風 評 対 応 を 見 る と 、 シ ョ ッ ク 状 態 の 思

考 停 止 と シ ョ ッ ク 後 の 狼 狽 ぶ り の 両 方 を 同 時 に 演 じ て い る よ う で 、

ま さ に 「 真 性 の 狸 寝 入 り 行 動 」 で 、 こ の こ と が あ る 種 の は が ゆ さ と

無 力 感 を 人 々 に 投 げ か け て い る 。  
地 震 学 者 の 石 橋 克 彦 の 「 大 地 動 乱 の 時 代 」 に よ る と 、 戦 後 6 0 年

余 、 日 本 は 「 大 地 の 歴 史 か ら い え ば 、 ほ ん の 一 瞬 の ‘ 居 眠 り み た い

な 時 ’を 過 ご し た 。」と い う 。戦 災 か ら 復 興 し 、経 済 の 高 度 成 長 を 成

し 遂 げ 、回 復 ・ 再 生 で は な く 、「 新 生 」日 本 を 実 現 し た 。し か し 平 和

な 時 代 は そ ろ そ ろ 終 わ り 、「 大 地 震 な ど 等 を 起 こ す 活 動 期 に 入 る 。」

と 、 科 学 的 知 見 に 基 づ く 予 測 や 予 言 も 数 々 あ っ た 事 が 脳 裏 に 甦 る 。  
今 回 の 大 震 災 は 、関 東 大 震 災（ 1 9 2 3 年 ）や 阪 神・淡 路 大 震 災（ 1 9 9 5

年 ）と は 全 く 様 相 が 違 う 。 太 平 洋 に 面 す る 5 0 0 キ ロ に わ た る 市 町 村

が い く つ も ほ ぼ 全 滅 ま た は 甚 大 な 被 害 を 被 っ た 。 さ ら に 東 京 電 力 の

福 島 第 一 原 発 に 被 害 が 及 び 、 風 評 被 害 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 寸 断 も

含 め て 全 国 の 工 業 生 産 、 当 該 地 域 の 農 ・ 水 産 業 生 産 に も 深 刻 な 打 撃

を 国 内 外 に 与 え て い る 。  
大 地 震 ・ 極 大 津 波 ・ 原 発 事 故 の 恐 怖 の 連 鎖 は 我 々 日 本 人 に は 、 冒

頭 の 居 眠 り を 覚 ま す ど こ ろ か 、 半 年 後 の 今 で も ひ と び と に 依 然 大 き

な シ ョ ッ ク を 与 え 続 け て い る 。 さ ら に 風 評 被 害 は 明 ら か に 政 府 ・ 政

治 家 と 海 外 メ デ ィ ア の 双 方 に よ る 相 乗 的 人 災 と し て 追 い 打 ち を か け

て い る 。「 6 0 年 余 の 居 眠 り 」 へ の 鉄 槌 の 一 部 だ と し た ら 、 被 害 者 に

は 過 酷 す ぎ る 。 地 方 と 大 都 市 の 格 差 論 議 が 喧 し く な っ て 久 し い が 、

東 京 へ の 一 極 集 中 ・ 東 京 先 頭 の 雁 行 型 隊 列 と い う パ タ ー ン で の 今 日

ま で の 日 本 の 戦 後 の テ イ ク オ フ の 類 型 は 、 効 率 と い う 観 点 か ら は 成

功 で あ っ た と さ れ る 。 し か し 、 地 味 に 支 え て き た 普 段 見 え な い 無 数

の 歯 車 た る 地 方 の う ち 、 ほ ん の 数 個 の 歯 車 の 破 損 に よ る 全 体 へ の 影

響 が 東 京 と い う 社 会 シ ス テ ム 全 体 を 麻 痺 状 態 に 陥 れ る と い う よ う な

危 機 の ド ミ ノ 倒 し 、 ま た 、 東 北 地 方 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 寸 断 に よ

っ て 、 世 界 の 生 産 ・ 生 活 シ ス テ ム へ の 影 響 も 不 可 避 、 と い う 現 在 の

グ ロ ー バ リ ズ ム の 歪 み の 実 態 に 、「部 分 最 適 の 集 合 は 全 体 最 適 の 実 現

に 対 し 、 特 に 自 然 災 害 の よ う な 外 的 衝 撃 に 対 し て は 脆 い 。」 の で は 、

と い う 新 た な 疑 問 を 提 起 せ ざ る を 得 な い 。 部 分 が そ れ ぞ れ 孤 立 す る

こ と な く 分 散 し 、 さ ら に 有 機 的 に 統 合 さ れ て い る こ と が 重 要 だ 。 そ

れ に は 、 部 分 （ 地 方 、 企 業 ） 自 身 の 自 立 と 自 律 の 精 神 が 起 点 と な る
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こ と は 言 う ま で も な い 。  
元 々 「 危 う い 大 地 」 の 上 で の 束 の 間 の 春 眠 も 、 大 き な 揺 さ ぶ り で

た た き 起 こ さ れ 、 狼 狽 状 態 は 暫 ら く 収 束 し そ う も な い 。 人 間 は 狸 寝

入 り で き て も 、 自 然 は 人 間 の 姑 息 な 意 図 や ま や か し を 見 逃 し て く れ

る わ け も な く 、 人 間 は 平 和 な 時 に 蓄 積 し た 様 々 な 知 恵 で こ の 艱 難 を

克 服 し な け れ ば ば ら な い 。 ひ と は 平 和 が 続 く と 、 そ れ が 唯 一 無 二 の

前 提 と な り 、 楽 観 へ の 右 肩 上 が り の ベ ク ト ル 線 を 描 け て も 、 そ れ 以

下 の 線 は 頑 迷 に 想 定 し よ う と も し な い も の で あ る 。「想 定 」と は そ れ

ほ ど 安 易 に 恣 意 的 に 設 定 さ れ た も の で 、 政 治 的 で あ っ て も 決 し て 科

学 的 で 注 意 深 い 知 見 の 結 晶 な ど で は な い 。  
被 災 地 の 地 域 の 生 活 、 産 業 、 地 方 政 府 な ど に 対 し 支 援 な ど 当 面 の

対 策 を 始 め と し て 、 今 後 は 、 住 民 の 声 を 反 映 し な が ら 「 復 旧 す る 」

こ と を 基 本 に し つ つ も 、 新 た な 防 災 対 策 に 立 脚 し た グ ラ ン ド デ ザ イ

ン を 動 員 し て 、 長 期 的 な 視 点 か ら 、 地 域 に 新 た な 成 長 エ ン ジ ン を 新

し い シ ス テ ム 構 築 と の 合 わ せ 技 で 配 備 す る こ と が 大 切 で あ る 。 元 々

地 方 は 経 済 的 に は 、 一 方 で 、 取 り 残 さ れ て （ 特 に 東 北 地 方 は つ い 最

近 ま で 冷 害 多 発 ， 冬 期 の 出 稼 ぎ 労 働 者 供 給 地 な ど に 象 徴 さ れ る よ う

に 貧 し さ と 戦 っ て き た 地 域 ）、 他 方 で 「 豊 か さ を 大 都 市 へ 供 給 す る 」

こ と で 都 市 に 対 し て 卑 屈 に 活 路 を 見 出 し て き た 。 地 域 全 体 と し て 蛇

行 河 川 の 彎 曲 部 の 外 側 に 本 川 か ら 切 り 離 さ れ て 形 成 さ れ る 「 三 日 月

湖 （ 河 跡 湖 ） 化 」 の 過 程 を 辿 っ て き た 。 大 震 災 を 機 に 今 こ そ 、 本 川

と 連 結 し 、 地 域 の 意 図 を 明 確 に 顕 現 す る 「 再 蛇 行 化 」 を 求 め る 時 で

あ る 。地 方 の 止 水 環 境 を 流 水 環 境 へ と 変 換 す べ き 時 が 到 来 し て い る 。

＊  
 

＊ 「 三 日 月 湖 （ 河 跡 湖 ） 化 」、「 再 蛇 行 化 」 に つ い て は 、 本 文 3 ペ ー ジ 以 降       

に 詳 述 。  
 

企 業 が 今 後 の 経 営 を 考 え る 時 、 通 り 一 遍 の 地 球 温 暖 化 対 策 や 生 物

多 様 性 を 効 果 優 先 の 論 理 で 考 え る の で は な く 、 真 の 豊 か さ や 人 間 ら

し さ を 追 求 す る 謙 虚 さ が ベ ー ス に な っ て い る か ど う か 、 念 を 押 し て

関 わ る 必 要 も 痛 感 す る 。 日 本 人 と 日 本 の 在 り 方 に つ い て 、 過 去 の 延

長 線 で は な く 、 過 去 に 引 い て み た こ と も あ る 補 助 線 も 含 め て 引 き な

お す こ と が 、 新 た な 日 本 の 将 来 を 創 造 す る こ と に な る 。  
有 機 化 学 で い う 可 逆 反 応 の よ う に 限 定 的 な 物 質 の 反 応 の 行 き 来 を

求 め る の で は な く 、 新 た な 様 々 な 触 媒 の 調 製 に よ り 、 異 な っ た 生 成

物 を そ れ ぞ れ の 地 方 の 成 果 物 と し て 「 自 ら の 意 思 で 」 生 成 す る 時 が

き て い る 。  
 

２ ．「三 日 月 湖 化 論 」と 新 し い「 再 蛇 行 化 」の 試 み - - - - -地 方 の 再 生 を

河 川 の 再 生 に な ぞ ら え て  
 

２ － １ 地 方 と 自 然  
  都 市 ・ 地 方 の 格 差 拡 大 に 目 を そ ら し 、「 地 方 な き 国 家 の 成 長 」 を

推 し 進 め て 、 日 本 を 「 醜 悪 な 国 」 に し て は な ら な い 。 伝 統 と 革 新 、
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斬 新 と 古 風 、 素 早 さ と ゆ と り な ど 多 く の 要 素 が 品 よ く 混 じ り 合 い 、

人 の 縁 や 絆 、自 然 と の 融 和 を 我 々 は 大 切 に し て き た 、云 わ ば 、「味 の

あ る 社 会 」 が 日 本 の 社 会 で あ っ た よ う に 思 う 。 ま ち と む ら 、 都 市 と

田 園 と い う 場 の 違 い を 愛 （ め ） で 、 ど ち ら の 良 さ に も 気 持 ち の 落 ち

着 き を 求 め る こ と の で き る 日 本 人 で あ っ た よ う に 思 う 。 特 に 「 心 の

ふ る さ と 的 地 方 の 原 風 景 」 は ど の 日 本 人 に も 一 様 に 共 感 を 与 え る 。

技 術 、 効 率 、 利 益 の 拡 大 だ け を 追 い 求 め る 社 会 の 危 う さ は 、 人 々 の

欲 望 を 肥 大 化 さ せ つ つ あ っ た 兆 候 と 同 調 し て 、 高 度 成 長 期 の 頃 に そ

の 萌 芽 を 見 る こ と が で き る 。 地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー は 、 人 と 人 、 人

と 自 然 の つ な が り を 深 め る 結 果 、 地 域 の 人 の ひ と り 、 ひ と り を 大 切

に し て き た 。 都 市 と い う 存 在 の 傲 慢 と 都 市 に 対 す る 羨 望 が 均 衡 し て

い た 時 は ま だ し も 、 バ ブ ル 期 を 通 じ て そ の 均 衡 は 崩 れ 、 格 差 と い う

結 果 の み が 残 っ た 。「 こ の ま ま で よ い の か 」、 と い う 疑 問 を 抱 き な が

ら も 答 え を 得 る 前 に 大 震 災 と い う 艱 難 が 東 北 と い う 地 方 を 襲 う こ と

と な っ た 。  
人 間 の 行 う 経 済 活 動 に も 自 然 の 活 動 か ら 学 ぶ こ と は 多 い 。 自 然 の

小 さ な 営 み の 連 続 か ら 読 み 取 る 能 力 を 涵 養 す る 努 力 は 、今 後 も い つ 、

ど こ で 降 り か か る と も し れ な い 自 然 の も っ と 大 き な 威 圧 に 対 し て 耐

性 を 高 め る こ と に な る 。 人 間 の 知 恵 や 技 術 は 自 然 と の 折 り 合 い を 求

め る 中 で こ そ そ の 価 値 を 発 揮 す る 。  
 

2－ 2  1 9 8 0 年 代 の 輸 出 依 存 と 地 方 の 三 日 月 湖 （ 河 跡 湖 ） 化  
 

1 9 8 0 年 代 後 半 、輸 出 主 導 の 日 本 経 済 は 実 質 国 内 総 生 産（ G D P）年

率 ５ ％ 弱 で 成 長 し て い た 。 フ ル セ ッ ト 型 製 造 業 は 主 と し て 東 京 の 本

社 に 戦 略 部 門 で あ る 、 企 画 、 R & D 部 門 を 配 し 、 地 方 に 安 価 な 土 地 、

労 働 を 求 め て 生 産 拠 点 を 置 い た 。 企 業 側 の 生 産 の 場 と し て の 立 地 と

都 道 府 県 の 工 場 誘 致 策 と の 利 害 が 一 致 し 、全 国 各 地 の 地 方 で は 、「テ

ク ノ ポ リ ス 」 と 称 さ れ る 製 造 現 場 を 遊 休 土 地 の 高 度 利 用 ・ 新 た な 雇

用 創 出 の 場 と し て 歓 迎 し 、 当 時 、 生 産 性 が 低 く 、 低 収 入 の 多 く の 農

家 は 、 専 業 農 家 か ら 兼 業 農 家 へ の 流 れ に 乗 る こ と が て っ と り 早 い 高

収 入 化 の 道 で あ っ た 。 農 家 の 若 年 の 働 き 手 は 単 純 作 業 の 工 場 勤 務 の

給 与 所 得 者 化 し 、 一 見 、 地 方 の 若 者 が 流 出 せ ず 定 住 す る と い う 、 一

見 、 地 方 の シ ビ ラ イ ズ さ れ た （ c i v i l i z e d） 都 市 化 を も た ら し た よ う

に み え た 。 し か し 、 若 年 の 工 場 労 働 者 が 婚 期 を 迎 え 、 農 家 の 核 家 族

化 が 促 進 さ れ 、 農 業 従 事 者 の 高 齢 化 は 農 家 の 後 継 者 難 、 そ し て 結 果

と し て 未 曾 有 の 耕 作 放 棄 農 地 の 増 加 に つ な が る こ と と な っ た 。 全 国

の 工 場 立 地 可 能 な 多 く の 地 方 都 市 は 概 ね 同 じ よ う な た た ず ま い 、 同

じ よ う な 類 型 の 「 顔 」 を 持 つ こ と に な っ た 。 誘 致 に 腐 心 し た 地 方 自

治 体 は 工 場 出 荷 額 の 増 大 、定 住 人 口 固 定・増 大 に よ る 税 収 を 歓 迎 し 、

こ う し た 農 ・ 工 ・ 商 の 地 域 内 バ ラ ン ス が 現 在 、 ど の 地 方 に も 概 ね 類

似 し た 「 顔 」 と し て 残 っ て お り 、 全 国 の 地 域 経 済 社 会 の 形 成 の 骨 組

み と な っ て い る 。  
し か し 、 多 く の 労 働 者 は 組 み 立 て ラ イ ン の 単 純 労 働 者 で あ り 、 筆

者 は 地 方 の 農 業 の 将 来 、 単 純 労 働 と し て の 地 域 の 労 働 の 低 付 加 価 値
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化 、 労 働 力 不 足 に よ る 更 に 進 ん だ 耕 作 放 棄 地 増 加 に よ る 環 境 劣 化 な

ど の マ イ ナ ス 要 因 、 ひ い て は 、 地 方 の ヒ ュ ー マ ン ・ リ ソ ー ス の 質 の

変 容 と 地 域 全 体 を 覆 う 疲 弊 感 ・ 疲 労 感 を 憂 い 、「 地 域 三 日 月 湖 化 論 」

を 展 開 し た （ 1 9 8 8 年 ）。  
現 実 に 、 日 本 の 平 均 値 的 「 地 方 」 と さ れ る 長 野 県 で は 、 農 業 就 労

者 は 1 9 8 5 年 の 1 4 5 , 7 5 7 人 か ら 、 2 0 年 後 の 2 0 0 5 年 の 8 8 , 6 6 6 人 と

3 9 . 3 %減 少 し 、 更 に 8 8 , 6 6 6 人 の 内 、 6 3 . 9 %は 6 5 歳 以 上 の 地 方 の 高

齢 者 で あ っ た 。こ の 間 、耕 作 放 棄 地 は 5 . 6 %か ら 1 7 . 5 %に 激 増 し 、直

近 の 2 0 1 0 年 で は 1 8 . 7％ 、平 均 年 齢 で 6 6 . 8 歳 と な っ て い る 。最 近 の

デ ー タ で は 更 に 悪 化 に 一 途 を 辿 っ て い る と い う （ 長 野 県 農 政 部 聞 き

取 り ）。  
地 域 で 生 産 さ れ た パ ー ツ は も っ と 都 市 近 郊 の 別 の 地 方 都 市 で ア セ

ン ブ ル さ れ 、 本 社 の 所 在 す る 大 都 市 周 辺 に あ る タ ー ミ ナ ル に 集 荷 ・

検 品 さ れ た 上 で 国 内 外 に 出 荷 さ れ る 。 国 内 需 要 を 上 回 る 分 は 輸 出 さ

れ る わ け だ か ら 、 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 が 進 展 す る こ と に よ り 地 域 経

済 も 直 接 影 響 を 受 け る こ と に な る 。 単 純 な サ プ ラ イ チ ェ ー ン （ 厳 密

に は 、 メ ー カ ー 間 の 協 業 体 制 を 指 す で あ る が ） の 日 本 的 原 型 が こ こ

に あ る 。  
地 方 は 生 産 工 程 の 中 流 部 分 を 占 め る の で あ る が 、 企 画 開 発 部 門 は

更 に 上 流 の 本 社 （ 大 都 市 ） に 置 か れ て い る の で あ る か ら 、 実 質 的 に

は 、 河 川 に た と え れ ば 、 源 流 ・ 上 流 は 本 社 の あ る 大 都 市 、 地 方 都 市

が 中 流 域 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 及 び ロ ジ ス テ ィ ッ ク 部 門 は 再 び 本 社 の あ

る 大 都 市 と い う こ と に な る 。 生 産 要 素 起 源 の 立 地 論 か ら 言 え ば 当 然

の こ と で あ る が 、 国 土 を ル ー プ を 描 い て 河 が 無 理 し て 流 れ て い る よ

う な も の で 、労 働 密 度 と 知 の 集 積 の 点 で 、地 方 と 都 市 の 差 が 生 じ る 。

中 流 の ル ー プ の 湾 曲 部 に あ た る 地 方 都 市 は 、 河 川 に 例 え る と 中 流 域

の 流 れ の 遅 い 部 分 で 、 蛇 行 し て 本 流 か ら 切 り 離 さ れ や す い 。 金 融 シ

ョ ッ ク 、 不 況 、 円 高 な ど リ ス ク 要 因 に 加 え 、 今 世 紀 に 入 っ て 生 じ た

グ ロ ー バ ル イ ン バ ラ ン ス （ 国 際 的 な 経 常 収 支 不 均 衡 ） や 先 進 国 の 財

政 悪 化 な ど で 、 時 と し て 本 流 か ら 切 り 離 さ れ る と 、 地 域 が 三 日 月 湖

（ o x b o w  l a k e、 河 跡 湖 ） と 化 す 。（ 図 1．、 5 ペ ー ジ ）  
三 日 月 湖 で は 本 流 の 水 は 流 入 せ ず 、 流 出 も し な い の で 水 質 は 悪 化

す る 。 一 般 的 に 三 日 月 湖 は 河 川 の 中 下 流 域 部 に 形 成 さ れ る た め 、 人

間 活 動 に 近 接 し 人 為 的 な 栄 養 塩 の 負 荷 が 高 い 地 域 に 位 置 す る こ と に

な る 。 従 っ て 、 三 日 月 湖 は 高 い 栄 養 塩 濃 度 と 植 物 プ ラ ン ク ト ン （ 藻

類 ） 現 存 量 が 増 大 し 、 陸 水 学 で 言 う C O D 値 の 高 い 富 栄 養 化 の 進 ん

だ 水 域 に な る こ と が 多 い 。 ま た 、 固 定 の 溶 存 酸 素 濃 度 が 低 い 貧 酸 素

水 域 、 腐 植 栄 養 的 な 性 質 を 持 つ 水 環 境 で 、 ど す 黒 い 褐 色 で 、 止 水 性

の 水 生 生 物 の み が 生 息 す る 。 蛇 行 し 、 そ れ で も 折 々 の 氾 濫 時 に は 本

流 と 結 ば れ て い た 頃 は 、 相 対 的 に 水 深 が 小 さ く 流 速 の 大 き い 部 分

（ 瀬 ） で は 、 流 水 性 生 物 （ 底 生 動 物 を 含 む 動 植 物 ・ 魚 類 ） が 、 水 深

が 大 き く 流 速 の 小 さ い 部 分 （ 淵 、 寄 洲 な ど と 水 際 領 域 ） で は 止 水 性

生 物 と 、 両 方 の 生 息 環 境 が 整 っ て い た が 、 本 川 か ら 隔 離 さ れ る こ と

に よ り 、 水 質 、 水 辺 の 環 境 そ の も の が 変 化 し 、 三 日 月 湖 の 生 物 の 多

様 性 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と に な っ た 。  
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3． 再 蛇 行 化 に よ る 地 方 の 蘇 生 - - - - - -直 線 流 路 と 旧 河 道 （ 三 日 月 湖 ）

の 再 連 結  
図 1． に 例 示 し た よ う に 、 自 然 界 に 直 線 の 川 は な い 。 自 然 の 川 は

蛇 行 す る が 、 現 在 の 日 本 に あ る ほ と ん ど の 河 川 は 直 線 化 し て い る 。

氾 濫 を 恐 れ て 河 川 の 流 水 の 海 へ の 放 出 の み を 意 図 し た コ ン ク リ ー ト

護 岸 に よ り 、 ほ ぼ 直 線 化 し た 本 川 と そ の 傍 ら に 放 置 さ れ て き た 三 日

月 湖 を 人 為 的 に 連 結 す る 方 法 は 、2 0 0 2 年 に 3 月 に 北 海 道 東 部 の「 標

津 川 再 生 事 業 」と し て 実 施 さ れ て お り 、ほ ぼ 想 定 さ れ た 融 合（ 結 合 ）

の 成 果 を 生 ん で い る 。 過 去 の 直 線 化 に よ っ て 河 道 付 近 に 残 さ れ た 旧

河 道 （ 三 日 月 湖 、 河 跡 湖 ） の 一 つ と 、 直 線 河 道 の 再 連 結 で 、 止 水 性

の 底 生 動 物 は ほ と ん ど 消 失 し 流 水 性 の 底 生 動 物 に 入 れ 替 わ り 、 群 衆

組 成 が 大 き く 変 化 す る こ と と な っ た 。 ま た 水 際 領 域 、 寄 せ 洲 な ど の

形 成 に よ り 、 底 生 動 物 群 衆 の 重 要 な 生 息 環 境 が 確 保 さ れ る こ と と な

っ た 。 ま た 、 再 蛇 行 化 後 ， 河 の 流 速 の 変 化 も 顕 著 で 流 速 の 速 い コ ン

ク リ ー ト 流 路 に な か っ た 緩 流 速 域 で は 水 生 動 植 物 の 生 息 に 大 き な 変

化 を も た ら し た 。  
自 然 河 川 、 コ ン ク リ ー ト 護 岸 に よ り 直 線 化 さ れ た 直 線 流 路 と 三 日

月 湖 群 、 再 蛇 行 化 さ れ た 流 路 、 と い う 変 遷 の 中 で 、 今 、 地 方 は 其 々

ど の 位 置 に 存 在 し て い る の で あ ろ う か 。 切 り 離 さ れ た 三 日 月 湖 の 止

水 環 境 に 安 住 し て は い な い だ ろ う か 。 流 入 ・ 流 出 が な い の だ か ら 、

イ ノ ベ イ テ ィ ブ で あ る 必 要 も な い 。 環 境 順 応 の み に 長 け て い れ ば 大

き な 間 違 い は 起 こ す こ と は な い 。 都 市 と の 格 差 は こ ん な と こ ろ か ら

自 然 河 川 と 氾 濫 原  

直
線
化  

自 然 河 川  直 線 化  再 蛇 行 化  

三
日
月
湖  

再
蛇
行
化  

旧
河
道  

図 1 .  自 然 河 川 ・ 直 線 河 道 ・ 再 蛇 行 化  
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定 着 し 始 め た よ う だ 。 早 く 、 本 川 と の 再 連 結 を 実 現 し て 、 情 報 の 行

き 来 が あ る「 流 水 域 」（止 水 域 で は な く ）で の 挑 戦 を 始 動 す べ き と 気

が 訪 れ て い る 。 大 震 災 後 の 日 本 の ど の 地 方 に も 共 通 の チ ャ レ ン ジ で

あ る 。  
河 川 の 再 生 が 自 然 生 態 系 ・ 生 物 多 様 化 の 復 元 す る よ う に 、 今 さ ら

な が ら 、 地 域 や 人 間 の 在 り 方 を 考 え る 時 に 、 我 々 が 自 然 か ら 学 ぶ こ

と の 多 さ と 深 さ を 痛 感 す る 。ま た 、「河 川 の 再 蛇 行 化 」は 地 方 の 再 生

の 在 り 方 と し て 仄 め か す も の を 多 く 感 じ る 。  
現 在 の 都 市 と 地 方 の 格 差 の 解 消 の 成 否 は ひ と え に 地 域 の 新 た な

2 1 世 紀 的 再 生 意 思 に か か っ て い る 。三 日 月 湖 化 し た 地 方 で は 、三 日

月 湖 （ 化 ） 放 置 に よ り 直 線 化 し た 本 流 と 三 日 月 湖 を 再 び 連 結 す る こ

と が 地 域 再 生 の 意 思 の 表 明 で あ り 、 連 結 に よ る 「 新 た な 再 蛇 行 化 」

を 目 論 む こ と が 地 方 の 勇 気 で あ り 、地 方 の 部 分 最 適 に 終 わ ら せ ず に 、

国 全 体 の 全 体 最 適 を 求 め る な ら ば 国 家 の 新 た な グ ラ ン ド デ ザ イ ン の

ひ と つ と し て 検 討 す べ き 重 要 な 論 点 で あ る 。そ の 際 、重 要 な こ と は 、

そ れ ぞ れ の 地 域 に 独 自 の 産 業 の ブ ラ ン ド 戦 略 を 核 に し た 周 到 な 準 備

に 経 た う え で の 、 本 川 と の 連 結 で あ る 。 富 栄 養 、 腐 植 栄 養 、 低 酸 素

濃 度 な ど の 環 境 下 に あ る 地 域 の 現 状 を 鑑 み 、 地 域 自 身 が 透 明 度 の 高

い 環 境 づ く り に よ り 、 多 様 な 人 材 や 考 え 方 を 受 け 入 れ る 土 壌 を 自 立

的 に デ ザ イ ン で き る か に も か か っ て い る 。  
地 方 ・ 地 域 の 集 合 が 国 家 で あ る と す れ ば 、 日 本 の 河 川 は ダ ム な ど

人 工 構 築 物 の 無 い 場 合 、 自 然 河 川 の よ う に 、 地 形 学 上 は 、 流 路 ・ 流

域 は 支 流 も 含 め て 自 然 な 「 瀬 ― 淵 の 連 続 構 造 （ p o o l - r i f f l e  
s e q u e n c e s） を 繰 り 返 し な が ら 、「 変 化 の 連 続 」 で 繋 が っ て い る 。 変

化 の 連 続 構 造 を 、 全 国 に 無 数 の 三 日 月 湖 化 と 引 き 換 え に 喪 失 し た こ

と が 、 個 性 や 独 自 性 を 犠 牲 に し 、 全 体 と し て の 多 様 性 を 失 う こ と に

な っ た 。            
地 方 が 三 日 月 湖 化 す る と い う こ と は 、 地 方 と い う 「 部 分 」 が 「 止

水 域 」 に 甘 ん じ 、 相 互 に 情 報 を 絶 ち 、 部 分 の 均 衡 の み を 考 え る 状 態

の こ と で 、 こ う し た 地 方 の 集 合 は 「 集 積 の 成 果 」 も 期 待 で き な い 。

従 っ て 地 方 の 劣 化 は 直 線 的 に 国 家 の 劣 化 に つ な が る 。  
「 部 分 最 適 解 の 総 和 は 必 ず し も 全 体 の 最 適 解 に は な ら な い 。」を「 部

分 が 最 適 解 を 出 せ な い 時 に 全 体 解 は 不 適 解 に し か な ら な い 。」と 読 み

替 え て よ い の で は な い か 。  
世 界 が 地 政 学 的 に も 、規 模 的 に は 指 数 関 数 的 に 変 化 し て い る 現 在 、

ま し て や 、千 年 に 一 度 と い う 大 自 然 災 害 が 起 き る 現 代 及 び 将 来 、国・

政 府 の す べ き こ と は 過 去 と は 異 な っ て い る 。 政 府 が 頼 り に な ら な い

今 、せ め て 流 れ を 変 え て 最 小 の 費 用 で 地 方 の 再 個 性 化 と 地 方 の 連 結 、

本 流 と の 有 機 的 再 連 結 く ら い は で き そ う だ 。つ ま り 、「新 し い 再 蛇 行

化 」 を 全 国 で 実 施 し 、「 全 体 最 適 」 を 国 家 レ ベ ル で 求 め る こ と が 2 1
世 紀 の 戦 略 で あ り 日 本 の 新 た な 成 長 戦 略 で あ る 。  
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４ ．日 本 に 何 が 残 る の か ？ 残 す べ き か ？ － 真 の 日 本 の リ ソ ー ス と は 。 

 
東 日 本 大 震 災 以 前 か ら 、 日 本 国 内 に 留 ま ら ず 、 ア ジ ア 経 済 圏 の 中

で の 日 本 、 ひ い て は グ ロ ー バ ル 化 し た 先 進 国 諸 国 の 中 で の 日 本 の 三

日 月 湖 化 状 態 が 現 実 化 し て い る 。（ 図 2．）  
 経 済 産 業 省 の 調 査 に よ れ ば 、 こ の 2， 3 年 の 海 外 企 業 の 日 本 へ の

直 接 投 資 残 高 は G D P 比 で 、3 . 7 %で 目 標 の 5％ に 遠 く 及 ば ず 、外 資 は

進 出 よ り 撤 退 の 方 が 多 い 状 態 が 続 い て い る 。 ア ジ ア 圏 の 中 で の 日 本

の 存 在 感 が 薄 れ 、 そ の 重 要 度 は 急 速 に 低 下 し て い る 。 外 国 企 業 を 対

象 と し た ア ジ ア の 事 業 拠 点 と し て の 魅 力 度 を 尋 ね た 経 済 産 業 省 の 直

近 の ア ン ケ ー ト に よ る と 、2 0 0 7 年 に ト ッ プ だ っ た 研 究 開 発 拠 点 と し

て の 日 本 の 地 位 は 中 国 に 抜 か れ て 2 位 、 ア ジ ア 圏 域 の 統 括 拠 点 と し

て の ラ ン ク も 4 位 に 転 落 し て い る 。 技 術 、 マ ネ ジ メ ン ト 上 、 日 本 に

拠 点 を 置 く 優 位 性 は 喪 失 さ れ 、つ ま り 、日 本 の ｢ア ジ ア 拠 点 化 」は 遠

の こ う と し て い る 。  
 加 え て 、 3 月 の 東 北 大 震 災 、 津 波 、 そ し て 原 発 問 題 の 長 期 化 は 突

発 的 自 然 -人 的 災 害 の 連 続 と は 言 え 、日 本 の 立 地 す る 地 殻 構 造 上 の 特

殊 性 と 政 治 ・ 行 政 の 脆 さ を 披 歴 す る こ と と な り 、 拠 点 立 地 の 比 較 劣

位 の 様 相 の 囁 き も 聞 か れ る 。 成 長 力 の 差 と 言 っ て し ま え ば そ れ ま で

か も し れ な い が 、 そ れ だ け で は な い 。 税 制 、 各 種 規 制 、 特 に ア ジ ア

で 突 出 し て 高 い 法 人 税 率 、 投 資 額 や 雇 用 な ど 一 定 の 条 件 付 き で 進 出

外 資 を 優 遇 す る 措 置 な ど の た な ざ ら し 等 , 不 透 明 さ が 顕 在 化 し て い

る 。 事 業 に 合 っ た 適 地 に 収 斂 し て ゆ く の は 、 日 本 の グ ロ ー バ ル 企 業

も 同 様 で あ る 。川 で 準 え れ ば 、上 流（ u p s t r e a m）部 分 で あ る 戦 略 決

日 本  ア ジ ア  グ ロ ー バ ル  

日

本  
日

本  

地

方  
ア
ジ
ア
の
流
路  

グ
ロ
ｌ
バ
ル
な
流
路  

図 2 .  日 本 の グ ロ ー バ ル な  
  三 日 月 湖 化 の 進 行  
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定 、 研 究 開 発 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 等 企 業 の 頭 脳 部 分 を 日 本 以 外 の ア ジ

ア に 移 す 動 き が 明 ら か に な っ て き て い る 。 売 上 高 も 利 益 も 大 半 が 海

外 と い う 企 業 な ら 、 ｢な ぜ 日 本 に 戦 略 部 門 を 置 く 必 要 が あ る の か 。 ｣

と い う 自 然 な 疑 問 に 説 明 が 要 る よ う に な っ て き た 。 手 を 拱 け ば 、 サ

プ ラ イ チ ェ ー ン 群 や 工 場 ど こ ろ か 、 頭 脳 部 門 の 大 脱 出 も 招 き か ね な

い 。 頭 脳 部 門 （ 上 流 域 ）、 製 造 部 門 （ 中 流 域 ）、 市 場 （ 下 流 域 ） が 海

外 、と い う 事 態 は 国 内 雇 用 の 問 題 に 通 じ る 。つ ま り 、極 端 に い え ば 、

メ イ ン ス ト リ ー ム （ 本 流 ） と ブ ラ ン チ (支 流 )を 含 め た 流 域 全 体 の 喪

失 、国 外 転 出 と い う 事 態 に な り か ね な い 。「一 体 、日 本 に 何 が 残 る の

か 。」忍 び よ る 空 洞 化 を 経 た 先 で は 、日 本 全 体 が グ ロ ー バ ル な 本 流 か

ら 切 り 離 さ れ た 三 日 月 湖 （ 河 跡 湖 ） に 化 し て ゆ く の だ ろ う か 。 地 域

の 生 態 系 を 切 り 離 し て 親 水 機 能 を 持 た な い コ ン ク リ ー ト の 暗 渠 化 さ

れ た 河 の ネ ッ ト ワ ー ク を 持 つ だ け の 国 に 成 り 下 が ろ う と し て い る の

だ ろ う か 。  
 東 日 本 大 震 災 が 浮 き 彫 り に し た 問 題 点 の ひ と つ は 地 方 の 三 日 月 湖

化 の 問 題 で あ っ た 。 地 方 の 活 性 化 に は 再 蛇 行 化 に よ る 独 自 の 個 性 の

回 復 ・ 復 活 が 要 諦 で あ り 、 自 然 の 多 様 性 を 生 か し た 農 業 、 水 産 、 林

業 を 基 盤 に し た 食 産 業 や 観 光 業 な ど ブ ラ ン ド 意 識 の 高 揚 は 付 加 価 値

を 高 め た ニ ュ ー ビ ジ ネ ス と な り う る は ず で 、 活 性 化 の た め の 新 し い

ビ ジ ネ ス モ デ ル は お の ず と 湧 き 出 て く る は ず で あ る 。 従 来 、 日 常 に

埋 没 し 、 当 た り 前 の こ と と し て 普 通 に 受 け 入 れ て き た こ と が 、 実 は

価 値 創 造 の 源 泉 で あ っ た こ と を 認 識 し た 挑 戦 者 こ そ が 諦 観 に も 似 た

疲 弊 感 漂 う 地 方 、 そ し て 日 本 の 救 世 主 に な る 可 能 性 が あ る 。  
 二 つ 目 は 製 造 業 の ビ ジ ネ ス モ デ ル の 弱 点 で あ る 。日 本 で は 、ま た 、

製 造 業 が 強 い と さ れ る 地 方 で も 、「モ ノ づ く り こ そ 経 済 活 動 の 基 本 で

あ っ て 、 サ ー ビ ス 業 は そ れ を 支 え る 補 助 的 な も の 、 従 っ て 経 済 の 主

役 に な る こ と は で き な い 」 と 考 え る 経 営 者 が 多 い 。 し か し な が ら 、

グ ロ ー バ ル な 貿 易 可 能 な 世 界 に お い て は 、 新 興 国 が 工 業 化 し た こ と

を 踏 ま え る と 、 先 進 国 の 比 較 優 位 に 新 た な 視 点 を 持 つ こ と が 必 要 に

な る こ と は 容 易 に わ か る は ず で あ る 。  
 従 来 の フ ル セ ッ ト 型 、 イ ン テ グ ラ ル 型 と い わ れ る 摺 合 せ し な が ら

受 注 生 産 す る 方 式 は 本 来 高 コ ス ト に な る に も か か わ ら ず 、 価 格 競 争

の 結 果 、 低 収 益 に な る 。 ま た サ プ ラ イ チ ェ ー ン の リ ス ク 分 散 も 図 る

の が 難 し く 、現 場 力 の 強 さ の 割 に は 儲 か ら な い と い う 不 条 理 さ か ら 、

持 続 可 能 な ビ ジ ネ ス モ デ ル と は 言 い 難 い 。  
 企 業 は 将 来 の 円 安 を 期 待 し て 国 内 に 留 ま る の で は な く 、 最 適 生 産

体 制 を 目 指 す 結 果 と し て 、 生 産 拠 点 を 海 外 に 移 転 す る 選 択 を す る 企

業 は 確 実 に 増 え て い る 。 雇 用 維 持 の た め に 、 海 外 シ フ ト を 避 け る べ

き と の 意 見 も あ る が 、 震 災 以 前 か ら 既 に 進 行 し て い る 長 期 ト レ ン ド

で あ る 。 少 子 高 齢 化 が 進 行 し て 労 働 力 人 口 の 減 少 が 進 行 す る 中 、 限

ら れ た 国 内 の 労 働 力 は 、 サ ー ビ ス 業 な ど 非 貿 易 財 を 供 給 す る 産 業 に

徐 々 に 向 か う は ず で あ る 。 一 方 で は 貿 易 財 は 可 能 な 限 り 海 外 か ら 輸

入 す る 方 向 に 市 場 メ カ ニ ズ ム は 働 く 。 す な わ ち 、 製 造 業 が 海 外 に シ

フ ト す る こ と で 、 希 少 な 労 働 力 が 非 製 造 業 に シ フ ト す る 。  
 2 0 0 0 年 代 の 超 円 安 の 進 展 か ら 日 本 で は 輸 出 が 伸 長 し 、本 来 進 む べ



 
 

9 
 

き 海 外 シ フ ト が 一 時 的 に 滞 っ た た め 、 最 適 生 産 体 制 か ら 大 き く か い

離 す る こ と と な り 、構 造 調 整 圧 力 が 高 ま っ て い る 。そ の た め 、今 後 、

一 気 に 海 外 シ フ ト が 進 む 可 能 性 が あ る 。  
 空 洞 化 を 懸 念 す る 声 は 、 景 気 低 迷 下 、 喧 し い が 、 大 震 災 の へ の 有

事 の 緊 急 避 難 的 措 置 と し て は あ る 程 度 は 容 認 で き て も 、 効 率 の 悪 い

生 産 体 制 を 企 業 に 強 い る こ と で あ り 、 ま た 、 成 長 性 ・ 生 産 性 の 低 い

企 業 の 存 続 を 許 し て 全 体 と し て 潜 在 成 長 率 を 低 下 さ せ る こ と に な る 。 
 海 外 に シ フ ト す る 製 造 業 に 代 わ っ て 労 働 力 を 吸 収 す る 成 長 す る 分

野 の 出 現 を 促 進 す る こ と が 大 切 で 、T P P は 規 制 緩 和 の パ ッ ケ ー ジ で

あ り 、 経 済 活 動 を よ り 自 由 に す る こ と で 一 人 あ た り の 潜 在 成 長 率 を

高 め 、 規 制 で 抑 制 さ れ て き た 成 長 分 野 で の ニ ュ ー ビ ジ ネ ス の 出 現 に

効 果 が 期 待 さ れ る 。 世 界 最 速 高 齢 化 社 会 を 映 し て 、 介 護 、 医 療 、 金

融 、 保 険 、 情 報 、 教 育 、 保 育 、 食 産 業 、 観 光 な ど こ れ ま で 規 制 で 阻

ま れ て き た サ ー ビ ス 業 に 規 制 緩 和 を 進 め て 、 新 た な サ ー ビ ス 業 に 転

換 し た 非 製 造 業 へ シ フ ト し て ゆ く こ と が 大 切 で あ る 。 労 働 力 人 口 の

減 少 が 進 行 す る 中 、 限 ら れ た 国 内 の 労 働 力 は こ う し た サ ー ビ ス 等 非

貿 易 財 を 供 給 す る 産 業 に 徐 々 に 向 か う は ず で あ る 。 こ う し た 構 造 改

革 を 促 進 す る こ と が 真 の 空 洞 化 対 策 で あ る 。  
 こ う し た 産 業 構 造 の サ ー ビ ス 業 へ の シ フ ト は 、 国 内 の エ ネ ル ギ ー

消 費 量 を 大 き く 減 ら す こ と を 可 能 に す る 。 北 欧 諸 国 の 産 業 構 造 を 見

た と き 顕 著 に こ の 傾 向 は 認 め ら れ る 。  
 日 本 は 何 を 目 指 す べ き な の か ？ 日 本 の 地 方 の 固 有 資 源 （ ル ー ラ

ル・リ ソ ー ス ）を 含 め て 日 本 の 長 期 資 産 を 真 に 生 か せ る よ う な 事 業 、

産 業 、職 業 に 集 中 し 、「 知 、ラ イ フ ス タ イ ル 、サ ー ビ ス 大 国 」を 目 指

す べ き で は な い だ ろ う か 。 そ の 際 、 地 方 の 豊 か な 原 風 景 的 美 ・ リ ソ

ー ス は 欠 か せ な い 。  
 

 
 
 

 
 


